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POLITICS

中川雅之
Masayuki Nakagawa

日本大学経済学部 教授

1984年京都大学経済学部卒業、経済
学博士（大阪大学）。国土交通省都
市開発融資推進官などを経て、2004
年から現職。著書に『経済学で考え
る人口減少時代の住宅土地問題』（東
洋経済新報社、山崎福寿との共著）
など。

手頃な住宅が買えなくなりつつある都市圏において、誰も住まない「空き家」が増加している

大
都
市
の
住
宅
価
格
高
騰

外
国
人
投
資
家
だ
け
が
悪
者
な
の
か
？

WEDGE

OPINION

©
M

ARCO BO
TTIG

ELLI/G
ETTYIM

AG
ES

大
都
市
を
中
心
に
住
宅
価
格
が
高
騰
し
、住
宅
取
得
が
困
難
に
な
る
傾
向
が
強
ま
り
深
刻
な
危
機
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
都
市
機
能
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、住
宅
市
場
が
抱
え
る〝
矛
盾
〞を
解
消
す
る
住
宅
政
策
が
必
要
だ
。

て
、
家
計
の
み
な
ら
ず
投
資
家
の
投
資
対

象
と
な
る
。「
必
需
品
」で
あ
る
住
宅
が「
投

機
」
の
対
象
と
な
っ
て
、
家
計
の
住
宅
取

得
が
妨
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

大
き
な
批
判
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　

特
に
近
年
、
外
国
人
投
資
家
が
投
資
物

件
あ
る
い
は
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
し
て
物

件
を
所
有
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
そ
れ
に

伴
っ
て
発
生
す
る
住
宅
需
要
が
、
住
宅
価

格
高
騰
の
一
因
だ
と
い
う
指
摘
が
行
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
移
動
も

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化

し
、
激
し
い
人
口
減
少
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
日
本
で
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
い

ず
れ
を
も
海
外
か
ら
の
流
入
を
予
定
し
な

け
れ
ば
、
経
済
、
社
会
を
保
つ
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
現
実
を
、
ま
ず
認
識
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
国
民
や
地
域
社
会
で
困
っ
て

都
市
化
の
進
展
を
背
景
に
住
宅
価
格
が
１

９
９
０
年
代
後
半
以
降
、
日
本
で
は
２
０

１
０
年
代
後
半
か
ら
不
動
産
価
格
が
上
昇

す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

さ
ら
な
る
住
宅
価
格
高
騰
が
起
こ
り
、
首

都
圏
の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
は
平
均
１

億
円
を
超
え
た
。

　

住
宅
価
格
は
、
住
宅
に
対
す
る
家
計
の

需
要
と
供
給
の
関
係
で
決
定
さ
れ
る
。
し

か
し
、
住
宅
の
需
要
と
供
給
は
住
宅
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
実
需
の
側
面
だ
け
で
は
な

く
、
不
動
産
資
産
と
い
う
側
面
も
あ
る
た

め
、
金
融
市
場
の
影
響
を
必
ず
受
け
る
。

つ
ま
り
、
住
宅
は
株
式
や
債
券
と
同
様
、

将
来
の
価
格
上
昇
が
見
込
め
る
資
産
と
し

活
の
必
需
品
で
あ
る
住

宅
価
格
の
高
騰
が
止
ま

ら
な
い
。
も
と
も
と
先

進
国
で
は
、
低
金
利
・
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北海道・札幌市の住宅街に現れたヒグマ。市街地ももはや彼らの活動地だ

ク
マ
類
の
衝
撃
的
な
事
故
が
連

続
し
て
い
る
。

　

今
年
の
上
半
期
、
岩
手
県

で
は
人
家
に
ま
で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
侵
入

し
、
高
齢
者
に
襲
い
掛
か
っ
た
。
北
海
道

で
は
住
宅
街
と
登
山
道
で
ヒ
グ
マ
に
遭
遇

し
た
人
が
、
草
む
ら
に
ひ
き
ず
り
込
ま
れ

た
。
３
件
と
も
被
害
者
は
亡
く
な
っ
た
。

８
月
ま
で
に
５
人
の
死
者
が
出
て
お
り
、

大
量
出
没
被
害
が
あ
っ
た
23
年
の
６
人
に

早
く
も
達
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
死

に
至
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
ク
マ
の
襲
撃

に
よ
る
傷
は
、
被
害
者
の
一
生
を
変
え
て

し
ま
う
ほ
ど
の
悲
惨
な
ケ
ガ
に
つ
な
が

る
。
し
か
も
大
量
出
没
年
に
起
こ
る
人
身

被
害
の
多
く
は
、
９
月
か
ら
11
月
に
発
生

す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
危
険
な
状
況
が
始

ま
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

ク
マ
類
の
被
害
は
、
出
没
し
て
か
ら
で

き
る
対
策
が
少
な
い
た
め
、
出
没
予
防
が

何
よ
り
重
要
で
あ
る
。
事
前
の
対
策
を
講

じ
て
い
く
た
め
に
も
、
い
っ
た
い
今
、
何

が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
正
し
く
把
握
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ク
マ
類
を
巡
る
情
勢
は
、
大
き
く
捉
え

る
と
２
つ
の
側
面
が
あ
る
。
１
つ
目
の
側

面
と
し
て
は
、
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る

WED GE  REP ORT

増え続けるクマの人身被害
変わるべきは「人間社会」
本来は臆病なクマが、なぜ人里に下りてくるようになったのか。
その背景を理解し、一刻も早く適切な人員配備と対策を始めなければならない。

横山真弓   Mayumi Yokoyama

兵庫県立大学 教授

THE ASAHI SHIM
BUN

と
い
う
点
で
あ
る
。

　

昨
年
12
月
号
の
本
誌
特
集
「
令
和
の
ク

マ
騒
動
が
人
間
に
問
う
て
い
る
こ
と
」
の

中
で
筆
者
は
、
ク
マ
類
は
「
増
加
の
フ
ェ

ー
ズ
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か

し
、
近
年
殺
処
分
数
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
総
数
と
し
て
は
増
え
て
い
な
い
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Wedge Special Report

コメと日本人コメと日本人

文・藤原辰史、小川真如、藤井一至、中西 享、髙槻泰郎、多賀一晃、暉峻淑子、編集部（友森敏雄、大城慶吾）
イラストレーション・マグマ・ジャイアンツ

「令和の米騒動」─。米価高騰、コメ不足の原因は複数あるが、
ここまで騒ぎが大きくなった背景には、稲作に対する、長年の国民の無関心もあるのではないか。

稲作の未来を経済的に考えれば、スマート化、大規模化一択なのだろう。
しかし、それによって地域の担い手や環境保全は誰が行ってゆくのかの議論は乏しい。
「喉元過ぎれば熱さを忘れる」で、米価が下がれば関心をなくすのではなく、
日本の稲作の未来をどうするのか、時間をかけて考え、耕していく必要がある。
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私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
１
９
１
８
年
夏

の
米
騒
動
は
寺
内
正
毅
内
閣
を
終
わ
ら
せ

た
。
人
び
と
の
食
べ
も
の
へ
の
恨
み
は
深

く
、
持
続
的
で
あ
る
。
今
回
も
、
生
活
が

す
で
に
困
難
で
あ
っ
た
人
び
と
を
直
撃
し

た
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
は
た
く
さ
ん
の
人

が
食
品
を
受
け
取
り
に
並
び
、
電
気
、
ガ

ス
や
水
道
が
止
め
ら
れ
る
世
帯
が
増
え
て

い
る
こ
と
は
、
し
か
し
、
あ
ま
り
報
道
さ

れ
な
か
っ
た
。

「
コ
メ
は
買
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う

当
時
の
農
林
水
産
相
の
弛
緩
し
た
発
言

は
、
担
当
大
臣
と
し
て
は
軽
率
な
発
言
で

は
あ
っ
た
が
、
無
償
譲
渡
（
縁
故
米
）
を

含
む
農
家
消
費
は
全
体
の
15
％
ほ
ど
流
通

REUTERS/AFLO

「
令

和
の
米
騒
動
」
と
も
呼
ば

れ
る
昨
年
来
の
米
価
の
高

騰
は
本
当
に
「
騒
動
」
と

呼
べ
る
も
の
だ
っ
た
か
。

1976年生まれ。京都大学大学院人間・環
境学研究科博士後期課程中途退学。博士
（人間・環境学）。専門は農と食の現代史。
著書に『稲の大東亜共栄圏』（吉川弘文
館）、『食べること考えること』（共和国）、『ト
ラクターの世界史』（中公新書）、『給食
の歴史』（岩波新書）、『分解の哲学』（青
土社）、『縁食論』（ミシマ社）、『農の原
理の史的研究』（創元社）など多数。

藤原辰史
Tatsushi Fujihara

京都大学
人文科学研究所 教授

戦前帝国日本は、稲作を通じて「食権力」を行使し、戦後は、それに翻弄されている。
「令和の米騒動」を一時の問題とせず、食料政策を綱渡りにしている原因を考えなければならない。

バーゲニングパワー重視は危うい
今こそ食料政策の転換を

５月31日の備蓄米販売に向け
て準備する大手スーパー

Part 1
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関
係
者
の
悩
み
だ
っ
た
。
１
９
６
０
年
代

に
は
毎
日
お
茶
碗
５
杯
分
を
食
べ
て
い
た

日
本
人
が
、
今
や
た
っ
た
の
１
日
１
〜
２

杯
し
か
食
べ
な
く
な
っ
た
た
め
だ
。

　

食
の
多
様
化
は
、
コ
メ
の
需
要
を
毎
年

10
万
㌧
ず
つ
減
ら
し
て
き
た
。
そ
の
コ
メ

が
足
り
な
い
。
マ
ス
コ
ミ
は
犯
人
を
探
し

た
。
政
府
、
農
協
、
そ
の
他
流
通
業
者
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
…
…
。
シ
ス
テ
ム
全
体
の

問
題
に
違
い
な
か
っ
た
が
、
過
熱
し
た
報

道
は
消
費
者
に
も
伝
わ
り
、「
令
和
の
米

騒
動
」
と
呼
ば
れ
る
事
態
を
招
い
た
。
生

産
現
場
に
も
関
心
が
向
く
こ
と
を
期
待
し

た
が
、
テ
レ
ビ
の
話
題
は
イ
ネ
や
土
よ
り

も
政
治
や
農
協
だ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
コ
メ
は
、
モ
チ
の
弾
力
性
と

は
裏
腹
に
需
要
・
供
給
の
変
動
に
対
し
て

価
格
が
上
昇
し
や
す
い（
弾
力
性
が
低
い
）

と
い
わ
れ
、
米
の
供
給
が
１
％
低
下
す
る

と
、
米
価
は
６
％
増
加
す
る
と
い
う
経
験

則
が
あ
る
。

　

コ
メ
の
流
れ
は
縁
故
米
な
ど
の
た
め
に

実
態
把
握
が
難
し
い
が
、
例
年
並
み
と
い

あ
れ
ほ
ど
安
か
っ
た
コ
メ
の

価
格
高
騰
が
続
い
て
い

る
。
数
年
前
ま
で
は
コ
メ

余
り
と
米
価
下
落
が
農
業

1981年生まれ。京都大学農学研究科博士課程
修了。博士（農学）。国立研究開発法人 森林
研究・整備機構森林総合研究所主任研究員な
どを経て現職。著書に『土と生命の46億年史 
土と進化の謎に迫る』（講談社ブルーバックス）、
『土 地球最後のナゾ』（光文社新書）、『大地
の五億年』（ヤマケイ文庫）など。

藤井一至
Kazumichi Fujii

福島国際研究教育機構
土壌ホメオスタシス研究 
ユニットリーダー

「米は地力でとる」という言葉がある通り、稲作にとって土は重要だ。
土壌学者が「令和の米騒動」を受けて、日本の稲作の未来について考える。

「安易な正解」なんてない！
土から考える稲作の未来

TAK ASHI SATO/AFLO

広島県北広島町壬生で行われる「壬生の花田植」。豊作祈願と田植え作業を楽しくするものとして始められた

Part 3
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菜
な
ど
を
販
売
す
る
渡
辺
商
店
代
表
の
渡

邉
義
文
さ
ん（
53
歳
）。同
じ
く
菊
池
市
で
、

自
然
栽
培
で
稲
作
を
す
る
實み

と
り取

耕
房
代
表

の
實
取
義
洋
さ
ん
（
45
歳
）。
そ
し
て
、

東
京
・
日
本
橋
浜
町
、
丸
の
内
で
飲
食
店

を
経
営
し
、
今
年
11
月
か
ら
丸
の
内
界
隈

の
飲
食
店
向
け
に
精
米
事
業
も
開
始
し
た

本
誌
連
載
「
モ
ノ
語
り
。」
の
筆
者
で
あ

る
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
社
代
表
の
水
代

優
さ
ん（
47
歳
）。そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語

り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

編
集
部
（
以
下
、
│
│
）
農
家
の
「
言
い

値
」
で
作
物
を
買
い
取
り
、
そ
れ
を
「
売

り
切
る
」
の
が
渡
邉
さ
ん
の
理
念
で
す
。

８
月
23
日
か
ら
は
「
早
期
米
」
の
販
売
を

始
め
た
そ
う
で
す
ね
。

渡
邉　

天
草
で
生
産
さ
れ
た
自
然
栽
培
の

コ
メ
で
す
。
５
㌔
・
㌘
７
５
０
０
円
で
、

ネ
ッ
ト
販
売
を
開
始
す
る
と
、
３
日
で
２

５
０
袋
が
売
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
な

い
勢
い
で
す
。
自
然
栽
培
の
コ
メ
は
「
反た

ん

熊
本
県
菊
池
市
で
「
自
然
派

き
く
ち
村
」
を
運
営
し
、

自
然
栽
培
（
無
農
薬
・
肥

料
不
使
用
）
の
コ
メ
や
野

中山間地にある實取さんの田んぼ。美しい風景だ
が、この暑さの中での作業は過酷だ。左から渡邉
さん、水代さん、實取さん

文／写真・編集部（友森敏雄、大城慶吾）

米価の上昇は、稲作農家の努力が報われた格好だが、飲食店、消費者には厳しい。
それでも今こそマインドのリセットが必要だ。

「生産」・「販売」・「利用」
３者から見える日本のコメの現在地

Part 6
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起
き
た
。

　

そ
れ
が
自
動
式
電
気
釜
だ
。
１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
に
東
京
芝
浦
電
気
（
現
・

東
芝
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
が
自
動
式
電
気

釜
「
Ｅ
Ｒ
–
４
」
を
発
売
し
た
。
こ
こ
で

自
動
と
い
う
の
は
、
炊
き
終
わ
っ
た
ら
自

動
で
停
止
す
る
こ
と
を
言
う
。
東
芝
は
そ

の
後
、
タ
イ
マ
ー
を
追
加
す
る
。
朝
の
忙

し
い
家
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
で
、
仕

掛
け
て
お
け
ば
人
が
い
な
く
て
も
ご
飯
が

炊
け
る
の
は
、
画
期
的
だ
っ
た
。

　

家
事
を
楽
に
し
て
く
れ
る
炊
飯
器
は
、

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
も
、
電
気
で
炊
飯
で
き
る
も

の
は
あ
っ
た
が
、
自
動
で
電
源
オ
フ
に
な

ら
な
い
た
め
、
焦
げ
な
い
よ
う
に
、
ず
っ

と
付
い
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
薪
を
焚
べ

る
な
ど
の
肉
体
労
働
は
軽
減
し
た
も
の

の
、
そ
の
時
間
で
別
の
家
事
が
で
き
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
が
日
本
初
の
自
動
で
電
源
が
オ
フ

に
な
る
炊
飯
器
。
水
が
な
く
な
っ
た
時
点

（
日
本
炊
飯
は
炊
き
干
し
法
と
呼
ば
れ
る

方
式
を
採
用
。
98
℃
、
20
分
連
続
沸
騰
さ

せ
、
水
が
な
く
な
る
ま
で
炊
く
）
で
、
電

源
が
切
れ
る
機
械
的
な
仕
掛
け
を
ほ
ど
こ

し
た
。
炊
飯
の
間
、
別
の
家
事
に
か
か
り

っ
き
り
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

そ
の
後
、
保
温
の
た
め
だ
け
の
電
子
ジ

ャ
ー
を
、
象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
が
開
発
（
70

年
）。
三
菱
電
機
が
、
炊
飯
器
に
ジ
ャ
ー

機
能
を
追
加
し
た
（
72
年
）。
こ
れ
に
よ

り
長
時
間
保
温
が
可
能
に
な
っ
た
。
カ
タ

ロ
グ
に
「
ジ
ャ
ー
炊
飯
器
」
と
記
載
さ
れ

る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
保
温
炊
飯
器
は
ジ

ャ
ー
以
外
の
方
法
を
取
っ
て
い
た
か
ら

だ
。

　

進
化
は
し
た
が
、
こ
の
時
点
で
も
、「
は

じ
め
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
中
ぱ
っ
ぱ
」
と
い
う

炊
飯
の
原
理
通
り
に
炊
飯
し
て
い
な
い
。

火
力
「
制
御
」
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ

の
「
三
種
の
神
器
」
が
も

て
は
や
さ
れ
て
い
た
頃
、

食
卓
に
も
大
き
な
革
命
が

1961年生まれ。慶應義塾大学理工学
部卒、同理工学研究科修了。大手メ
ーカーで商品開発・企画を担当後、
独立。現在、商品企画コンサルティ
ング　ポップ-アップ・プランニング・
オフィス代表。

多賀一晃
Kazuaki Taga

生活家電.com主宰

IM
AG

EM
A

R
T

炊飯器こそ日本の家電メーカーの独壇場だと言っても過言ではない。
そのトップ・オブ・トップではどのような技術開発競争が行われているのか？

高級炊飯器「戦国時代」
勝負の分かれ目は何か？

Part 7
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台
NATIONAL SECURITY

土屋大洋
Motohiro Tsuchiya

慶應義塾大学大学院政策・
メディア研究科 教授

慶應義塾大学大学院政策・メディア
研究科後期博士課程修了。博士（政
策・メディア）。2019年より日本経
済新聞客員論説委員を務める。21年
より、慶應義塾常任理事を兼任。近
著に、『海底の覇権争奪』（日本経済
新聞出版）など。

敷設船内のタンクに巻かれて積み込まれる海底ケーブル

狙
わ
れ
続
け
る
海
底
ケ
ー
ブ
ル

日
本
主
導
で
新
た
な
国
際
規
範
を

WEDGE

OPINION

THE ASAHI SHIM
BUN

目
立
た
な
い
存
在
で
あ
る
も
の
の
、日
本
の
国
際
通
信
の
99
％
を
担
う
海
底
ケ
ー
ブ
ル
。

し
か
し
、相
次
ぐ
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
事
故
な
ど
に
対
し
、有
効
な
対
抗
措
置
が
と
れ
な
い
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。

底
ケ
ー
ブ
ル
２
本
が
、
２
０
２
３
年
２
月

の
１
週
間
の
う
ち
に
次
々
と
切
れ
る
「
事

故
」
が
発
生
し
た
。
馬
祖
の
人
々
は
列
島

の
外
の
人
た
ち
と
の
通
信
が
難
し
く
な

り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
決
済
な
ど
が

で
き
な
く
な
っ
た
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
用

意
さ
れ
て
い
た
マ
イ
ク
ロ
波
に
よ
る
台
湾

本
島
と
の
通
信
で
最
低
限
の
連
絡
を
と
る

こ
と
は
で
き
た
が
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
欠

落
を
カ
バ
ー
で
き
る
ほ
ど
の
帯
域
は
な

く
、
ケ
ー
ブ
ル
の
復
旧
を
待
つ
ほ
か
な
か

っ
た
。

　

両
島
を
結
ん
で
い
る
こ
の
海
底
ケ
ー
ブ

ル
は
、
海
で
隔
て
ら
れ
た
地
域
同
士
の
通

信
を
つ
な
ぐ
た
め
、
世
界
各
国
で
敷
か
れ

て
い
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
通
信
網
で
あ

る
。
千
葉
県
南
房
総
市
の
千
倉
や
茨
城
県

南
部
は
、
米
国
西
海
岸
か
ら
直
線
距
離
で

最
も
近
い
た
め
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き

降
り
立
っ
た
。
馬
祖
列
島
に
は
他
に
北ほ

っ

竿か
ん

、
東と

う
り
ょ莒
、
西せ

い
り
ょ莒
、
東と

う
い
ん引
と
い
っ
た
島
々

が
あ
る
。

　

馬
祖
列
島
が
特
異
な
の
は
、
中
国
大
陸

へ
の
近
さ
で
あ
る
。
13
㌔
・
㍍
ほ
ど
と
い

わ
れ
る
海
を
隔
て
た
先
に
あ
る
の
は
中

国
・
福
建
省
の
福
州
市
で
あ
る
。
同
市
は

習
近
平
国
家
主
席
が
６
年
に
わ
た
っ
て
党

委
員
会
書
記
を
務
め
た
場
所
だ
。
農
村
の

市
場
化
に
つ
い
て
博
士
論
文
を
書
い
た
習

氏
が
海
洋
に
目
覚
め
、
台
湾
へ
の
思
い
を

強
め
た
地
が
福
州
市
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
金
門
の
島
々
と
並
ん
で
馬

祖
の
島
々
は
台
湾
が
統
治
し
て
い
る
。

　

こ
の
馬
祖
列
島
と
台
湾
本
島
を
結
ぶ
海

湾
・
台
北
の
松
山
空
港

を
飛
び
立
っ
た
プ
ロ
ペ

ラ
機
は
50
分
ほ
ど
で
馬

祖
列
島
の
南な

ん
か
ん竿

空
港
に



68

ECONOMY & POLITICS

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
以
来
の
こ
と
だ
っ

た
。

　

そ
の
背
景
に
は
25
年
が
日
本
と
ブ
ラ
ジ

ル
と
の
外
交
関
係
樹
立
１
３
０
周
年
と
い

年
３
月
の
ル
ラ
・
ブ
ラ

ジ
ル
大
統
領
の
訪
日
は

国
賓
待
遇
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
２
０
１
９
年
の

今

世界屈指の資源国・ブラジルで、日本企業はいかにビジネスの可能性を拓けるか

国
交
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
日
伯
関
係

関
係
強
化
に
欠
か
せ
な
い
こ
と

WEDGE

OPINION

JER
EM

Y W
A

LK
ER

/G
ET

T
YIM

A
G

ES

南
米
の
大
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
。地
球
の
反
対
側
に
位
置
す
る
こ
の
国
と
日
本
と
の
間
に
は
、深
い
関
わ
り
と
歴
史
が
あ
る
。

日
本
の「
宝
」で
あ
る
日
系
社
会
を
は
じ
め
、ブ
ラ
ジ
ル
と
の
関
係
強
化
に
必
要
な
こ
と
と
は
何
か
。

う
節
目
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
た

だ
し
、
同
国
の
存
在
感
を
抜
き
に
今
回
の

待
遇
は
考
え
ら
れ
な
い
。
中
庸
な
外
交
戦

略
を
展
開
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
代

表
格
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
分
断
が
進
む

世
界
に
お
い
て
独
自
の
立
ち
位
置
を
確
立

し
て
い
る
。
今
年
は
国
連
気
候
変
動
枠
組

条
約
第
30
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
）

開
催
国
と
し
て
環
境
外
交
も
主
導
す
る
。

　

産
業
面
で
は
、
鉄
鉱
石
以
外
に
、
マ
ン

ガ
ン
、
銅
、
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
次
世
代
に

有
用
な
鉱
物
資
源
や
、
畜
産
・
養
殖
飼
料

と
し
て
世
界
の
食
を
支
え
る
大
豆
や
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
食
料
資
源
で
世
界
随
一

の
輸
出
余
力
を
誇
る
。
政
治
面
で
は
世
界

的
に
リ
ス
ク
が
広
が
る
中
、
内
戦
や
民
族

紛
争
も
な
く
、
資
本
主
義
と
民
主
主
義
を

堅
持
し
て
い
る
国
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
世
界
７
位
を
誇
る
人
口
２
億

１
０
０
０
万
人
の
う
ち
、
２
７
０
万
人
の

日
系
人
は
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
で
高
い
信
頼
を

得
て
お
り
、
極
め
て
親
日
的
だ
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
幅
広
く
・
深
い
関
係
を
構

築
す
べ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
国
の
首
脳
と
し
て

ル
ラ
大
統
領
を
国
賓
待
遇
で
招
く
こ
と
に

つ
い
て
は
極
め
て
納
得
感
が
高
い
。

　

今
回
の
ル
ラ
大
統
領
招
へ
い
以
外
に

古い「ブラジル観」を刷新し
技術と信用で商機をつかめ

現地進出時の視点

上智大学外国語学部ポルトガル語学科卒。明治大学専
門職大学院グローバル・ビジネス研究科でMBA取得。
日本貿易振興機構（JETRO）でブラジル・チリ駐在含
む中南米業務に従事。2019年より拓殖大学国際学部。
専門は中南米経済・産業・通商政策。

竹下幸治郎 
Kojiro Takeshita

拓殖大学国際学部国際学科 教授
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年
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
入

管
法
）
改
正
以
降
、
外
国
人
労
働
者
を
急

速
に
受
け
入
れ
て
き
た
。
だ
が
、
彼
ら
が

日
本
で
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
の
支
援
は

十
分
と
は
言
え
な
い
。
日
本
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
何
か
│
。
子
女
教
育
の
現
場

と
日
系
移
民
の
歴
史
か
ら
考
え
る
。

「
防
衛
大
学
校
に
進
学
し
て
、
国
を
守
る

仕
事
が
し
た
い
」

「
外
科
医
に
な
る
た
め
に
、
日
本
の
大
学

の
医
学
部
を
目
指
し
て
い
る
」

本
企
業
の
中
南
米
進
出

が
重
要
な
一
方
で
、
我

が
国
の
現
状
は
ど
う

か
。
日
本
は
１
９
９
０

日

　

そ
う
語
っ
て
く
れ
た
高
校
生
た
ち
の
目

は
、
生
き
生
き
と
し
て
い
た

│
。

　

８
月
28
日
午
前
８
時
20
分
。
浜
松
市
の

Ｊ
Ｒ
舞
阪
駅
で
降
車
し
、
浜
名
湖
か
ら
吹

く
湖
風
を
浴
び
な
が
ら
北
東
に
歩
く
こ
と

約
15
分
。
浜
松
市
外
国
人
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
の
建
屋
が
見
え
て
き
た
。

　

今
回
、
小
誌
取
材
班
が
訪
れ
た
の
は
、

そ
の
建
屋
の
２
階
に
あ
る「
ム
ン
ド・
デ・

ア
レ
グ
リ
ア
校
（
以
下
、
ム
ン
ド
校
）」。

南
米
日
系
人
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
学
校

法
人
で
、そ
の
名
前
は
ス
ペ
イ
ン
語
で「
歓

び
の
世
界
」
を
意
味
す
る
。

　

ム
ン
ド
校
で
日
本
語
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
務
め
る
岡
則
子
氏
の
案
内
で
２
階
の

廊
下
を
進
む
と
、
早
速
、
授
業
中
の
生
徒

た
ち
の
姿
が
見
え
た
。

　

廊
下
か
ら
一
人
の
生
徒
と
目
が
合
い
、

「
小
学
校
低
学
年
く
ら
い
だ
ろ
う
か
」
と

思
っ
た
矢
先
、
驚
く
こ
と
に
、
そ
の
子
を

含
め
た
教
室
中
の
生
徒
が
全
員
起
立
し

て
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
お

辞
儀
し
な
が
ら
に
こ
や
か
に
声
を
か
け
て

き
た
の
で
あ
る
。

「
日
本
人
の
多
く
は
、
流
暢
な
日
本
語
を

話
す
よ
り
も
、
日
本
の
習
慣
や
文
化
を
理

解
し
て
い
る
こ
と
を
外
国
人
に
期
待
す
る

外国人政策をリセットし
「日本社会の再生」を図れ

受け入れ側の視点

文／写真・編集部（仲上龍馬、大城慶吾）

国家としての明確なビジョンを持たないまま、〝ご
都合主義〟で外国人労働者の受け入れを進める
日本。過去の失敗と真摯に向き合い、今こそ「日
本社会の再生」を果たすべきだ。

日本語能力試験「N1」に合格したムンド校の生徒4人（写真左からシウバ・ナガノ・
ガブリエラ・アユミさん、カトウ・ピアンコ・ヒアノ・エリアスさん、デ・アンドラ
デ・ルアナさん、カイヤ・チアゴ・リュウジさん）と松本雅美校長
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	068_2510_21_Op4-1_ブラジル_2025_re
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